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　「
ま
ず
は
与
野
党
伯
仲
を
目
指
し
て
ほ
し
い
」。

一
〇
月
三
一
日
に
投
開
票
さ
れ
た
衆
院
選
後
、
立

憲
民
主
党
な
ど
野
党
の
支
持
者
や
識
者
な
ど
か

ら
、
た
め
息
の
よ
う
な
こ
の
主
旨
の
言
葉
を
何
回

も
聞
い
た
。
激
戦
が
予
想
さ
れ
た
衆
院
選
も
、
蓋

を
開
け
て
み
れ
ば
、
自
民
党
は
議
席
を
減
ら
す
も

絶
対
安
定
多
数
を
維
持
す
る
二
六
一
議
席
。
対
す

る
立
憲
民
主
党
は
議
席
を
一
四
も
減
ら
し
、
九
六

議
席
に
留
ま
っ
た
。道
内
で
も
自
民
一
〇
議
席（
二

増
）、
公
明
二
議
席
、
立
憲
八
席
（
二
減
）。「
野

党
共
闘
で
政
権
交
代
」「
政
治
を
変
え
る
」
と
い

う
訴
え
は
、有
権
者
に
は
響
か
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

　
政
権
交
代
で
は
な
く
、
ま
ず
は
勢
力
を
拮
抗
さ

せ
る
「
保
革
伯
仲
」「
与
野
党
伯
仲
」。
こ
の
言
葉

は
、
小
選
挙
区
制
が
導
入
さ
れ
、
衆
院
選
が
政
権

選
択
の
勝
つ
か
負
け
る
か
に
な
っ
た
後
は
死
語
に

な
り
つ
つ
あ
っ
た
。
だ
が
、
安
倍
・
菅
政
権
へ
の

度
重
な
る
不
祥
事
に
対
す
る
批
判
の
高
ま
り
や
、

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
を
巡
る
反
発
が
あ
っ
て
な
お
、

野
党
の
「
政
権
交
代
」
が
響
か
な
か
っ
た
現
実
が

あ
る
以
上
、
野
党
側
の
当
面
の
目
標
と
し
て
見
直

す
価
値
が
あ
る
。◇

　
　
　
　
　
◇

　
今
回
の
選
挙
に
向
け
「
保
革
伯
仲
」
を
訴
え
て

き
た
発
信
源
の
ひ
と
り
が
、
立
憲
民
主
党
の
中
村

喜
四
郎
氏
（
茨
城
七
区
）
だ
。
か
つ
て
の
自
民
党

竹
下
派
の
プ
リ
ン
ス
、
ゼ
ネ
コ
ン
汚
職
事
件
で
失

職
後
も
無
所
属
で
復
活
し
、
前
回
二
〇
一
七
年
衆

院
選
ま
で
通
算
一
四
連
勝
し
「
無
敗
の
男
」「
選

挙
の
鬼
」
と
の
異
名
を
取
る
（
今
回
選
挙
で
は
比

散 射 韻

い
な
い
有
権
者
も
、
今
の
与
党
に
は
危
機
感
・
違

和
感
が
あ
る
か
ら
こ
そ
の
数
字
だ
ろ
う
。
裏
を
返

せ
ば
野
党
へ
の
期
待
値
だ
。

◇
　
　
　
　
　
◇

　「
批
判
ば
か
り
」「
何
を
し
た
い
の
か
わ
か
ら
な

い
」。
こ
れ
ら
野
党
批
判
の
多
く
は
実
態
に
即
し

て
い
な
い
不
当
な
評
価
だ
。
だ
が
、
振
り
返
れ
ば

有
権
者
の
生
活
実
感
か
ら
は
遠
い
原
発
や
憲
法
（
実

際
は
密
接
に
関
わ
る
が
）
を
論
点
に
離
散
集
合
し
、

選
挙
が
近
づ
け
ば
支
援
団
体
に
振
り
回
さ
れ
、
一

体
誰
の
た
め
の
党
な
の
か
と
思
わ
れ
て
も
仕
方
の

な
い
場
面
は
確
か
に
あ
っ
た
。
共
産
と
の
共
闘
を

筆
者
は
評
価
す
る
が
、
何
の
た
め
に
が
「
政
権
交

代
」
で
は
響
か
な
い
時
代
で
あ
る
の
は
確
か
だ
。

　
逢
坂
誠
二
・
立
憲
民
主
党
道
連
代
表
は
、
選
挙

結
果
を
受
け
、「
社
会
生
活
と
政
治
と
の
間
に
ま

だ
距
離
が
あ
る
と
感
じ
て
い
る
人
は
多
い
。（
中

略
）
党
と
し
て
発
信
方
法
も
工
夫
し
な
が
ら
伝
え

て
い
き
た
い
」（
北
海
道
新
聞
一
一
月
四
日
付
）

と
答
え
て
い
る
。
こ
の
距
離
を
自
ら
つ
く
っ
て
い

な
い
か
。
対
与
党
で
は
な
く
、
国
民
の
た
め
、
国

民
の
ど
の
層
の
た
め
に
、
と
具
体
像
を
示
し
、
政

治
と
生
活
の
距
離
を
詰
め
ら
れ
る
か
。
根
本
的
に

問
い
直
す
こ
と
が
急
務
で
は
な
い
か
。

　
政
治
に
緊
張
感
を
生
み
、
少
数
派
の
意
見
を
汲

み
取
る
野
党
の
あ
り
方
は
、
与
党
の
あ
り
方
以
上

に
民
主
主
義
の
根
幹
や
質
に
関
わ
っ
て
い
る
の
か

も
し
れ
な
い
。
伯
仲
を
望
む
国
民
の
声
を
期
待
と

肝
に
銘
じ
次
の
選
挙
に
向
け
動
き
出
し
て
ほ
し
い
。

＜

隈＞

例
復
活
）。
二
〇
年
一
月
に
立
憲
民
主
党
入
り
す

る
と
、
国
政
・
地
方
選
問
わ
ず
、
あ
ら
ゆ
る
選
挙

の
裏
で
野
党
候
補
者
に
選
挙
戦
略
を
伝
授
し
た
。

立
憲
・
共
産
・
社
民
・
国
民
民
主
の
四
党
首
会
合

開
催
に
動
く
な
ど「
野
党
連
携
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
」

と
呼
ば
れ
た
。

　
マ
ス
コ
ミ
嫌
い
で
知
ら
れ
た
中
村
氏
だ
が
、
立

憲
民
主
党
入
り
後
は
積
極
的
に
露
出
し
、「
次
の

選
挙
で
は
保
革
伯
仲
を
目
指
す
。『
政
権
を
変
え

ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
』『
政
治
は
面
白
い
』
と

い
う
と
こ
ろ
に
持
っ
て
い
く
こ
と
が
、
野
党
が
政

権
批
判
の
受
け
皿
に
な
る
た
め
に
必
要
だ
」（
毎

日
新
聞
二
〇
年
九
月
一
〇
日
）
と
、
狙
い
を
説
明

し
て
い
た
。

　
政
権
交
代
は
分
か
り
や
す
く
政
治
が
変
わ
る
。

だ
が
今
回
の
選
挙
で
、
大
き
な
変
化
に
踏
み
切
れ

な
い
社
会
全
体
の
雰
囲
気
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。

そ
し
て
、
政
権
交
代
せ
ず
と
も
伯
仲
す
れ
ば
政
治

は
変
わ
る
。
例
え
ば
各
種
委
員
会
の
委
員
長
人
事

を
野
党
が
一
つ
獲
得
で
き
る
だ
け
で
も
、
数
に
物

を
言
わ
せ
た
運
営
は
難
し
く
な
る
。
安
倍
・
菅
政

権
下
で
続
い
た
「
説
明
し
な
い
・
説
得
し
な
い
・

責
任
を
取
ら
な
い
」
か
ら
、
謙
虚
な
態
度
を
取
ら

ざ
る
を
得
な
く
な
る
は
ず
だ
。

　
国
民
の
要
望
も
そ
こ
に
あ
る
。
選
挙
期
間
中
に

共
同
通
信
が
実
施
し
た
世
論
調
査
の
「
望
ま
し
い

選
挙
結
果
」
は
、「
与
党
と
野
党
の
勢
力
伯
仲
」

が
四
九
・
四
％
で
約
半
数
。「
与
党
が
野
党
を
上

回
る
」
は
三
四
・
六
％
、「
与
党
と
野
党
が
逆
転
」

は
一
一
・
四
％
だ
っ
た
。
政
権
交
代
ま
で
望
ん
で

「伯仲」目指すために


